
政 策 １９政 策

～誰もが安心してスムーズに移動できるようにする～
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総合計画前期基本計画における政策指標

【実現したい状態】公共交通を利用しやすくする

起点値 達成値 目標値

「目標値」等一覧

起点値 達成値 目標値
平成13年 平成16年 平成18年 平成19年 19年（2次実施計画） 22年（3次実施計画）

鉄道駅のバリアフ
リー化率

5.3% 26.3% 42.1% ― ― 73.7%

目標値設定の説明

「バリアフリー法」の基本方針に基き、バリアフリー化目標であるH22までに整備予定である駅数を
目標値とする。

総合計画前期基本計画における政策指標

【実現したい状態】車の流れを良くする【実現したい状態】車の流れを良くする

起点値 達成値 目標値
平成13年 平成16年 平成18年 平成19年 19年（2次実施計画） 22年（3次実施計画）

渋滞箇所数 28ヶ所 26ヶ所 26ヶ所 26ヶ所 26ヶ所 25ヶ所

目標値設定の説明

近年の整備状況を勘案した目標値とする。

総合計画前期基本計画における政策指標総合計画前期基本計画 おける政策指標

【実現したい状態】公共交通を利用しやすくする

起点値 達成値 目標値

平成13年 平成16年 平成18年 平成19年
19年（2次実施計

画）
22年（3次実施計

画）

①鉄道の混雑率（緩
行電車）

②鉄道の混雑率（快

①209%

②205％

①197%

②185％

①182%
（H17年度）

②169%

①179%
（H18年度）

②177%

①180%

②180%

①165%

②159%②鉄道の混雑率（快
速電車）

②205％ ②185％ ②169%
（H17年度）

②177%
（H18年度）

②180% ②159%

目標値設定の説明

①運輸政策審議会答申の目標がH27にピーク時の混雑率150％であることから、H17の実績値から毎年
1.9％の混雑緩和を目標とする。

②同上
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政策19
誰もが安心してスムーズに移動できるようにする

1.歩行者等が移動しやすくなる

1. 現状と課題

急速に高齢化が進む中で、高齢者や障害者を含めた歩行者の誰もが安心してスムーズに移動できるよう

な ユニバーサルデザインによる歩行空間の整備が急務となっています そのために 平成12年度に施行な、ユニバ サルデザインによる歩行空間の整備が急務となっています。そのために、平成12年度に施行

された「交通バリアフリー法」に基づき、重点整備地区２ヶ所を中心に駅や道路などのバリアフリー化に

係る整備事業を進めています。

【特筆すべきニーズの変化】

ベビーカー、車いすなど移動に障害のある人や高齢者は、安心して移動できる範囲が広がることを
望んでいます

●交通バリアフリー法に見る重点整備地区における移動等の円滑化のイメージ ●鉄道駅のワンルート整備率の●交通バリアフリ 法に見る重点整備地区における移動等の円滑化のイメ ジ ●鉄道駅のワンル ト整備率の
他市との比較（平成20年度末）

ワンルート整備とは、ホーム階から地上

（改札を経由）までの段差をエレベーター

またはエスカレーターで解消し、車いす利

用者などが円滑に移動できる経路を１駅に

１経路確保することをいいます。

高齢者や障害者等の主要な移動経路となる駅、商店街、病院、福祉施設など

の拠点を結び、バリアフリー化することで、安全・快適な歩行空間のネット

ワークをつくります。

20 0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0% 対象30駅
整備済22駅

対象13駅
整備済8駅対象19駅

整備済11駅

対象11駅
整備済8駅

● 市内鉄軌道施設に係るエレベーター設備等設置状況一覧表（平成21年4月末現在）

出典 国土交通省ホームページ

出典 都市計画課交通計画担当室資料

0.0%

10.0%

20.0%

松戸市 船橋市 市川市 柏市

松戸 北松戸 馬橋 新松戸 北小金 新松戸 新八柱 東松戸 矢切 秋山 東松戸 松飛台
× ○ ○ ○ × × ○ × ○

改札外
◎東口
○西口

◎東口
◎西口

◎東口
◎西口

○　南口 ◎

改札内 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
改札外 ◎西口 ○ ○

改札内 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

東武野田線流山線

ｴｽｶﾚ-ﾀ-

北総鉄道JR　武蔵野線

常
磐
線
参
照

新京成線

JR　常磐線

ﾜﾝﾙ-ﾄ整備状況

ｴﾚﾍﾞ-ﾀ-

3

出典 都市計画課交通計画担当室資料

武

松戸 上本郷 松戸新田 みのり台 八柱 常盤平 五香 元山 馬橋 幸谷 小金城址 六実
× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

改札外
◎東口
○西口

◎北口 ◎南口 ◎北口
◎東口
○西口

◎東口
◎西口

改札内 ◎ ◎ ◎
改札外 ◎西口 ○南口 ○南口 ○南口 ○西口 ◎西口

改札内 ◎ ◎ ◎

◎車いす対応　○一般型

ワンル－ト整備状況

ｴﾚﾍﾞ-ﾀ-

ｴｽｶﾚ-ﾀ-
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政策19
誰もが安心してスムーズに移動できるようにする

2.車で移動しやすくなる

1. 現状と課題

交通手段として車を利用する市民は増えています。渋滞箇所の多くは、国道６号や県道に接続する箇所や

狭小幅員、路上駐車などが原因となっています。

交通渋滞は、市内の移動時間の短縮による快適性や安全性が阻害されるとともに、緊急車両の通行などに

支障を来たすことから、都市計画道路をはじめとする道路整備を行っています。

【特筆すべきニーズの変化】

① 幹線道路をスムーズに移動できるようにし、住宅地に車が入り込むことが無いようにすることが

望まれています

② 高速道路までのアクセスを良くすることが望まれています

区分 実延長 舗装延長 舗装率

国道 17,107m 17,107m 100.00%

県道 66,091m 66,091m 100.00%

市道 1,087,427m 1,054,615m 96.98%

計 1,170,625m 1,137,813m 97.20%

● 骨格的の幹線道路網● 道路の整備状況（平成20年度末現在）

出典 松戸市勢の概要

松戸市の骨格的な幹線道路網としての都市計画道路は、41路線、

約119．2ｋｍが位置付けられています。

● 渋滞箇所の状況（平成18年度末現在）

左図は、市内の主な渋滞箇所を表

示しています（○印、２６ヶ所)。

国道、県道などの接続箇所に右折

レーンがない、狭小復員など道路の

構造上の問題と、路上駐車などによ

る渋滞が原因で発生しています。

出典 松戸市勢の概要

出典 松戸市都市計画マスタープラン

● 都市計画道路整備状況の近隣市比較

52 1%

47.9%
57.7% 57.7% 64.1%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

未整備

整備済

※渋滞箇所

通勤時間帯における車の信号待ち

回数が概ね３回以上となる箇所

【参考】
内閣府が実施した「道路に関する世論調査」（平成18年1月)にでは、

いつも通る一般道路で，車が渋滞しているところがあるか聞いたところ， 52.1%
42.3% 42.3% 35.9%

0%

10%

20%

松戸市 船橋市 市川市 柏市

出典 平成19年（2007年）都市計画年報をもとに作成

いつも通る 般道路で，車が渋滞しているところがあるか聞いたところ，
「ある」と答えた人の割合が51.7％，「ない」と答えた人の割合が
42.1％となっています。
いつも通る一般道路で，交通渋滞しているところが「ある」と答えた

人（931人）に，その交通渋滞を解決するためには，「車線数を増や
す」を挙げた者の割合が33.5％，「信号のサイクルを適切に調整する」
（31.9％），「交差点を立体交差させたり，右折レーンを設ける」
（27.9％），「バイパス（市街地を避けて通る迂（う）回路）や環状道
路を建設して市内の交通量を少なくする」（26.2％）の順となっていま
す。（複数回答，上位５項目）。
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2. 取り組み状況

本市では、市民生活に欠かすことのできない社会基盤としての道路の機能を確保するため、舗装整備や段

差解消を行うほか、道路のパトロールを行っています。また、渋滞の解消に努めるとともに、都市計画道路

の整備に努めています。

今後、都市計画道路３・３・７号横須賀紙敷線の整備を行うとともに、東京外かく環状道路の一部供用開

始に伴い、渋滞が予測される三矢小台地先の交差点を改良し、供用開始後の交通量の増加に対応します。

【特筆すべき松戸の強み・弱み】
① 市内一円に道路網が整備されており、どこからでも幹線道路にアクセスしやすくなっています（強み)
② 高速道路のインターチェンジまでが遠く、遠距離の移動に時間がかかる要因となっています（弱み)

● 今後整備予定の都市計画道路

・ ３・３・７号横須賀紙敷線（幸谷・二ツ木区間）

都市計画道路 号 千葉県北西部 け 広域的

・ 都市計画道路３・３・７号横須賀紙敷線（幸谷・二ツ木区間）

都市計画道路 号（幸谷 木区間） 開通を目

都市計画道路３・３・７号は、千葉県北西部における広域的

な幹線道路で、船橋市、市川市、松戸市、流山市を結び、南北

方向の道路交通を担う主要幹線道路です。

このうち、松戸市においては、新松戸・小金原・常盤平・東

部地域を結び、本市の幹線道路の機能を有するとともに、埼玉

県や千葉副都心への交通促進につながり、防災機能の強化や経

済効果などが期待されています。

・事業の進捗状況

・ 三矢小台地先交差点改良事業

都市計画道路３・３・７号（幸谷・二ツ木区間）の開通を目

指しています。この区間の事業延長は６０４メートルで、ほぼ

中央部分の２５６メートルを二ツ木・幸谷土地区画整理事業と

して整備しています。その前後の二ツ木側１５５メートルは、

路盤工事まで整備が完了しています。幸谷側は暫定的に新設市

道として整備すべく地権者と合意書を取り交わしました。今

後、合意書に基づき新設市道計画を策定します。

・ 三矢小台地先交差点改良事業

平成19年度、松戸市区間の外環道路の一部供用開始に伴い、

平成22年度までに三矢小台地先交差点が改良されています。

なお、東京外かく環状道路千葉県区間の平成２７年度全線供

用開始に向け、市川・松戸両商工会議所を中心とした、「東京

外かく環状道路（千葉県区間）整備促進市川・松戸市民会議」

が平成１９年３月に発足しました。

この市民会議は事業者である国土交通省や、地元自治体など

と協力し 早期開通に向けて推進していく取組みを実施してい

三矢小台地先交差点改良事業

と協力し、早期開通に向けて推進していく取組みを実施してい

ます。

・矢切地区の整備イメージ

・ 東京外かく環状道路計画図（案）

6

出典 国土交通省 関東地方整備局 首都国道事務所HP
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政策19
誰もが安心してスムーズに移動できるようにする

3.公共交通が利用しやすくなる

1. 現状と課題

松戸市内には、ＪＲ常磐線（東京メトロ千代田線と相互乗り入れ）、ＪＲ武蔵野線、新京成電鉄、東武鉄

道、流鉄、北総鉄道の6本の鉄道と23の駅があります。路線バスは主要な駅に乗り入れ、公共交通の利便性の

高いまちとなっています。なお、この公共交通の結節点には、通勤・通学者、買い物客などの自転車利用者

のために自転車駐輪場を整備しています。

一方、東京圏への通勤・通学者が多いことから、ＪＲ常磐線は混雑しているとともに、駅周辺に放置され

る自転車（放置自転車）が歩行者や車両の通行に支障を来たしています。

そこで、ＪＲ常磐線の混雑解消に向けて、平成17（2005）年8月、秋葉原～つくば間を運行区間する「つく

ばエクスプレス」が開業しましたが、依然として混雑率は高い状況（政策指標参照）となっています。

【特筆すべきニーズの変化】

① 通勤通学時の公共交通の混雑緩和とスムーズな目的地までの乗り換えが望まれています

② バスや自転車を使って早く駅まで到着できるようにすることが望まれています

●松戸市から他市への通勤・通学者の移動の状況

6,976 6,574
5,6546,000

7,000

8,000

●駅周辺の自転車・バイクの放置状況

149 821
160,000

（人） （台）

出典 生活安全課自転車対策担当室資料

4,291

3,605

2,477

3,716

2,838

2,179
1,758 1,743

5,111
5,292

3,677 3,824 3,749

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

13年度 14 15 16 17 18 19 20

９時調査 14時調査

117,547

142,702
149,821

135,614 135,306

21,789 25,770 23,882
17,857 15,81520,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

通勤者

通学者

●松戸市内の鉄道と
バス路線図（単位　箇所）

駅　　名 市営 民営

松戸駅 10 5

北松戸駅 3 4

●自転車駐輪場設置状況

出典 国勢調査（「常住地で見た通勤･通学者の移動の状況」）をもとに作成

0

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

松戸市内には、Ｊ

Ｒ常磐線（東京メト北松戸駅 3 4

馬橋駅 3 14

新松戸（幸谷）駅 15 1

北小金駅 9 2

小金城趾駅 1 0

上本郷駅 0 2

松戸新田駅 1 0

稔台駅 1 0

八柱（新八柱）駅 5 1

常盤平駅 4 1

Ｒ常磐線（東京メト

ロ千代田線と相互乗

り入れ）、ＪＲ武蔵

野線、新京成電鉄、

東武鉄道、流鉄、北

総鉄道の6本の鉄道

と23の駅がありま

す。路線バスは主要

な駅に乗り入れ 公

7
出典 松戸市ホームページ

常盤平駅

五香駅 4 7

元山駅 1 14

六実駅 2 3

矢切駅 3 0

秋山駅 1 0

東松戸駅 1 1

松飛台駅 1 0

計 65 55

出典 生活安全課自転車対策担当室資料

な駅に乗り入れ、公

共交通の利便性の高

いまちとなっていま

す。
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2. 取り組み状況

本市では、鉄道やバスなどの公共交通機関の利便性向上に向けた取り組みを行っています。

成田新高速鉄道は、都心と成田空港とを結ぶ路線として、平成22年度の開業を目指して整備が進められて

います。松戸市では、東松戸駅に一般特急が停車するよう京成電鉄他関係機関へ要望を重ねています。

路線バスについては、誰もが利用しやすいノンステップバスの導入を促進させるため、国と協調して購入

費の一部を補助しており、平成21年2月末現在で51台のノンステップバスが導入されました。

駅周辺の歩行空間の確保のため 放置自転車対策として 各駅に自転車駐輪場を整備し 市内16駅周辺に

【特筆すべき松戸の強み・弱み】
① 市内に６本の鉄道路線と２３の駅及び約２５０のバス停があり、公共交通の利便性の高いまちと
なっています(強み）

② 路線バスが乗り入れることができない駅など、公共交通の結節に支障があるところもあります
（弱み）

駅周辺の歩行空間の確保のため、放置自転車対策として、各駅に自転車駐輪場を整備し、市内16駅周辺に

放置禁止区域を設け、自転車放置防止指導員を配置し啓発に努めています。また、放置禁止区域内に放置さ

れた自転車を移送保管し、放置自転車対策に努めています。

（弱み）

●成田新高速鉄道

【区 間】

京成上野～成田空港63.7 ㎞【事業主体】

成田高速鉄道アクセス株式会社（整備主体）

京成電鉄株式会社（運行主体）

●自転車の放置防止の取り組み

●成田新高速鉄道整備図

東松戸
●自転車の放置防止の取り組み

出典 千葉県ホ ムペ ジ「鉄道の整備計画 ( )成田新高速鉄道より作成

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

（台）

●ノンステップバス（定床バス）

ノンステップバスは、床面
を超低床（概ね300mm以下）
にし、乗りやすい構造になっ
ています。
また、車いすでご利用の方

にはスロ－プ板を設置し、車

出典 千葉県ホームページ「鉄道の整備計画」(1)成田新高速鉄道より作成

出典 生活安全課自転車対策担当室資料
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いすのままで乗降できるよう
になっています。

乗降口の幅を広くとるとともに、中扉にス
ロ－プ板を設置し、車いす使用者もスムー
ズに乗降可能

●放置自転車の状況

下の写真は、自転車が放置される前後の状態を比
較したものです。自転車が放置される以前は、歩行
者、車両の通行に支障がないことが分かります。自
転車の放置はやめましょう。
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車内に車いすスペ－スがあり、車い
す固定装置が装備されている出典 松戸市ホームページ【写真】松戸駅西口・ボックスヒル脇道路
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